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社会教育の役割





資料４





次期提言でめざす地域のイメージについて（案）








大人の気づきを促し、自ら考え、課題解決につながる行動をする人の数を増やしていく。





三者の協働の取組みをさらに進め、大人のつながりを広げるとともに強める。





学校の教育機能





地域課題に気づく





地域課題を学ぶ





協働





地域の団体・グループ


等の教育機能





できることから


始める





課題解決に関わる情報を知る





家庭の教育機能














連携








■具体的課題に対する多様な活動主体（行政部局、社会福祉協議会、NPOなど）の取組み（人の配置、施設の設置）





下記課題のどれにも関わる人や施設


・コミュニティソーシャルワーカー（CSW）、福祉事務所、社会福祉施設





配慮を要する人への対応に関わる人や施設


（障がい者の社会参加促進、識字・日本語学習


の環境整備　等）


・障がい者相談員、社会貢献支援員


・障がい者相談支援事業所、識字・日本語教室　　等





大人を取り巻く課題に関わる人や施設


（子育て不安、貧困・孤独死等）


・施設CSW、スマイルサポーター


・地域包括センター


・介護保険サービス事業所　等





子どもを取り巻く課題に関わる人や施設


（いじめ、不登校・ひきこもり等）


・スクールソーシャルワーカー


・民生委員、児童委員、子ども家庭センター


・保健所・保健センタ―　　等








